
平成25年度　三才山トンネル有料道路　橋梁・舗装修繕工事　
松本市　三才山　三才山橋

松本市

①奥の沢橋

L = 35.8m

料金所
管理事務所

⑥野間沢橋

L = 40.9m

⑤三才山橋

L = 192.6m

④本沢橋

L = 140.9m

③石取橋

L = 38.8m

②鹿教湯大橋

L = 364.0m

鹿教湯トンネル

至上田・佐久

至松本

笠岩トンネル

L=50.0m

孫六トンネル

L=239.6m

三才山トンネル

L=2510.9m

⑦帯所橋

L = 44．9m

⑧油戸橋

L = 48.0m
⑨出倉橋

L = 31.0m

⑩山の神橋

L = 16.8m

⑪舟久保橋

L = 44.1m

⑫向山橋

L = 66.1m

⑬一の瀬橋

L = 66.1m

小日向橋

⑭滝の入橋

L = 21.7m

⑮淀の入橋

L = 13.0m

三才山トンネル有料道路 （国道２５４号）

三才山トンネル有料道路 管理区間 Ｌ＝８，５４６．５ｍ

融雪作業協定区間

（上田建設事務所）

Ｌ＝３，４８０ｍ

松本トンネル有料道

路管理区間

上田市



調査会社

測量会社

設計会社

主任技術者

照査技術者

管理技術者

主任技術者

アンドー

株式会社

番号

所長

補修工一般図

照査課長

縮尺

設計

図示

実 施 図

補修工一般図
三才山橋

側 面 図 S=1:200

長野県道路公社

10

三才山トンネル有料道路（国道254号）

小坂祐司

平林康成

松本市　三才山　三才山橋
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断 面 図 S=1:100

三才山橋

工種 種別 細別 備考

舗装打替工 改質Ⅱ型密粒度As20F t=6cm

橋面防水工 ウレタン系防水

伸縮装置取替工

補修部位

伸縮装置

床版

橋面舗装

地覆

鋼製ジョイント

橋

体

工

橋

面

工

床版下面補強 スーパーホゼン式工法

部分打替工
(鉄筋防錆処理含）

スラブドレーン導水パイプφ18

24-8-40BB

部分取替工防護柵 SGP90A

床版上面鉄筋配置

A1橋台部

A1-P2間

A1-P2間

水切設置

A1-P2間

A1-P2間

1

側 面 図 S=1:200

平 面 図 S=1:200

至松本
至上田

DL=1000.0

A1 P1

P2

F

M

M M

1030

1025

1015

1010

地覆補修工

部分打替工

24-8-40BB

舗装打替工

改質Ⅱ型密粒度As20F t=60mm

ウレタン系防水(導水パイプ)
床版上面鉄筋配置

舗装打替工
改質Ⅱ型密粒度As20F t=60mm

ウレタン系防水(導水パイプ)
床版上面鉄筋配置

伸縮取替工

鋼製ジョイント

床版下面補強
スーパーホゼン式工法

CL

防護柵補修工

部分取替工

SGP90A

舗装打替工
改質Ⅱ型密粒度As20F t=60mm

ウレタン系防水(導水パイプ)

床版下面補強

スーパーホゼン式工法

伸縮取替工

鋼製ジョイント

防護柵補修工

部分取替工

SGP90A

床版上面鉄筋配置

水切設置
軟質ＰＶＣ

150

φ101.6

A1-P2間
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三才山橋
道路構造規格

40km/hr

二径間及び三径間連続非合成桁橋

1等橋   TL-20

L=192.6(m)

37.0+37.0+37.0+43.0+37.0(m)

横断勾配  1.5(放)  縦断勾配  7.5135%

主荷重

W=1.0(路肩)+5.5(車道)+1.0(路肩)(m)

添加物荷重(100kg/m)

(1)水平震度  KH=0.2 (2)鉛直震度  kv=0

i=0.230   0.215

設計速度

形式

橋格

橋長

支間

巾員構成

勾配

設計荷重

３種４級

衝撃係数

地震係数

許容応力
コンクリート

鉄筋

土中部鉄筋

θca=    kg/cm2
210
240

Ta=    kg/cm2
6.5
7.0

θsa=1800kg/cm2

θsa=1600kg/cm2

▽1018.836

▽1021.646

▽1024.454
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3000

400  支間長37000 支間長37000
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65
0
0

3500

2000

桁長74600100 150

400 支間長37000 支間長37000

桁長74600100

750

750

600 7500 600

8700

150

3750 3750

すり付け区間L=20.0m 橋梁部補修L=74.70(74.775)m すり付け区間L=2.80m
平成25年度橋梁修繕工事L=97.50mW=7.50m

すり付け区間L=20.0m 橋梁部補修L=74.70(74.775)m すり付け区間L=2.80m
平成25年度橋梁修繕工事L=97.50m W=7.50m

平成25年度三才山トンネル有料道路橋梁修繕工事



橋面舗装・防水工補修工図
三才山橋

1

5
ゴムパッキン

吊金具

エポキシ樹脂注入

L=4500

目詰り防止材

4
2
3

袋ナット

（フレキシブルチューブ）
導水パイプ φ20

(参考図）
スラブドレ-ン構成図 S=1:10

As

スラブドレーン S=1:50

(2箇所)
導水パイプφ18mm

高機能ウレタン防水

S=1:4舗装端部詳細図

※1.橋面防水施工時には、アスファルト舗装をはつりとり防水層設置面を平滑に仕上げてから施工を行うこと。

3.アスファルト舗装の剥ぎとりを行った際、床版が損傷している場合は 別途、監督員と協議し補修を行う。

4.本図は、復元したものであるため、施工時に検測を行うこと。

5.既設舗装面撤去に当り、床版に損傷を与えないよう注意すること。

6.縦横断勾配を確認し、適切に排水を行うこと。排水に課題がある場合は、別途監督員と協議すること。

導水部詳細図 S=1:20

排水桝

導水パイプを接続

既設の枡にφ30の孔を穿孔し、

車道部：導水パイプφ18mm

L=3.40m
1

1
φ60x10ゴムパッキン

0.35kgエポキシ樹脂

φ40.0x80

φ42.7x130

φ34.0X170

φ42.7x70

φ45x132

φ20フレキシブルチューブ

（1箇所当たり）

数量 備考

1

1

1

1 樹脂製

鋼管（亜鉛メッキ仕上げ）

鋼管（亜鉛メッキ仕上げ）

鋼管（亜鉛メッキ仕上げ）

1

寸法

3

2

4

5

1

材量表

1

フィルター（ステンレス）

鉄板（SPCC)2

部品

本体構成部品

本体構成部品

本体構成部品

本体構成部品

目詰まり防止フィルター

吊金具

2.舗装厚さは、アスファルト舗装t=6cmとして復旧する。

端部にて6cm立上げる

防水工補修工図(1)

橋面舗装・

ウレタン防水構成図 

表層：アスファルト合材

舗装接着剤 2 (TCコート)1.0m /m  ※

ウレタン樹脂防水材(ノバレタンES)2.3kg/m

樹脂プライマー(PR-200 0.32kg + セメント 0.08kg)0.4kg/m

コンクリート床版

2 2

舗装接着剤 1 (TCバインダ)0.21kg/m 2
※穴開き接着シート

2

2

スラブドレーン
L=3.40m

(参考図）

断 面 図 S=1:50

調査会社

測量会社

設計会社

主任技術者

照査技術者

管理技術者

主任技術者

アンドー

株式会社

番号

所長 照査課長

縮尺

設計

図示

実 施図

長野県道路公社

10

三才山トンネル有料道路（国道254号）

小坂祐司

平林康成

松本市　三才山　三才山橋

2

道路部舗装構成 S=1:20

表層：改質Ⅱ型密粒度As20F 5cm

基層：粗粒As20 5cm

路盤

不陸整正（M20-0）

補足材 3cm程度排水装置補修工図

1-SUS 100A×2200
1-SUS 100A×192
2-PL  60×6× 2
2-PL 100×6× 2
4-PL 100×6×306
2-PL 100×6×130
8-BN M12×40
4-BN M12×45
1-PL 150×6×170
1-BN M12×40

1-SUS 100A×2200
2-PL  50×6× 2
2-PL 100×6× 2
4-PL 100×6×306
2-PL 100×6×130

12-BN M12×40

Type B S=1:20

（14×30長円孔）

（14×30長円孔）

Type A S=1:20

寸法表
L1 L2 L3

D1

D2

629 - 564 385.9

D3

207 142 528

D4

90 25 411

D5

199 134 520

D6

381 316 702

D7

D8

D9

144 79 465

D10

116 51 437

485 - 420

221 156 542

258 193 579

L4

349.9

232.9

341.9

523.9

241.9

363.9

286.9

258.9

400.9

 2 H

466 262 B

430 259

313 271

422 281

604 287

367 286

339 279

322 289

444 291

481 276

Tipe

A

A

A

A

B

A

A

A

A

水切詳細図

張出床板

軟質PVC(ポリ塩化ビニル)

下地処理 
エポキシ樹脂接着剤 

S=free

（注）張出し床版の端に設置すること
（山側谷側伴）

平 面 図 S=1:200
橋梁部補修 L=74.70(74.775)m 

橋面舗装打替工
改質Ⅱ型密粒度As20F t=6cm
ウレタン防水系防水層

導水パイプφ18mm
水切設置

舗装延長73450

導水パイプφ18mm

すり付区間19650

舗装切断 すり付け舗装

Co

Co

800 すり付区間2000

伸縮装置

800

導水パイプφ18mm

導水パイプφ18mm

スラブドレーン

D1
D2 D3

D4 D5 D6

D7
D8 D9 D10

伸縮装置 スラブドレーン

350
350

橋面舗装打替工
改質Ⅱ型密粒度As20F t=6cm
ウレタン防水系防水層

アスカーブ(W=25cm)L=15.9m

φ67

φ40

φ23
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1600
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150100

L=20000
450(既設)
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平成25年度三才山トンネル有料道路橋梁修繕工事



施工手順

片側交互通行（施工帯：谷側） 反対車線片側交互通行（施工帯：山側）

舗装カッター入れ

片側車線舗装撤去

床版上面コンクリートはつり

（ウォータージェット）

足場工設置

既設鉄筋防錆処理

（錆取り、防錆剤塗布）

コンクリート打設

橋面防水工

交通解放（徐行喚起）

舗装敷設

鉄筋腐食状況により

補強鉄筋配筋

床版下面増厚（樹脂注入、仕上げ）

鉄筋腐食状況により

補強鉄筋配筋

既設鉄筋防錆処理

（錆取り、防錆剤塗布）

コンクリート打設

橋面防水工

交通解放（徐行喚起）

舗装敷設

片側車線舗装撤去

床版上面コンクリートハツリ

（ウォータージェット）

床版下面増厚（樹脂注入、仕上げ）

足場工撤去

注記1.）施工にあたっては、現地状況，構造寸法を確認のうえ、施工範囲を決定すること。

注記2.）床版上面打ち替えに際しては、既設鉄筋をできる限り傷つけないよう注意すること。

注記3.）床版上面の打ち替えは、上面鉄筋から所定の被りを確保し、全面打ち替えの計画とする。

注記4.）舗装切断の際は、基本設計舗装厚t=50mmを念頭に施工にあたることとし、

床版上面のはつり撤去後、鉄筋の断面欠損が著しい場合には、補強鉄筋配置を検討のこと。

床版下面増厚（下面増厚）

床版下面増厚（下面増厚）

床版補修位置図 S=1:100

断 面 図 S=1:25 三才山橋

床版補修工図(1)

床版補修工図(1)

調査会社

測量会社

設計会社

主任技術者

照査技術者

管理技術者

主任技術者

アンドー

株式会社

番号

所長 照査課長

縮尺

設計

図示

実 施図

長野県道路公社

10

三才山トンネル有料道路（国道254号）

小坂祐司

平林康成

松本市　三才山　三才山橋

3

30
以

上

D16@300
既設圧縮側配力筋

D16@150
既設引張側配力筋

D19@125
既設主鉄筋

D19@250
既設圧縮側鉄筋

D16@150
既設引張側配力筋
D16@300
既設圧縮側配力筋

D19@250
既設圧縮側鉄筋

t=30mm
床版Co土砂化層 or アスファルト舗装

5
0

18
14
0

92
6
0

18
23

2
6
0

床版下面増厚

（ウォータージェット）t=50mm
床版上面コンクリートハツリ

早強コンクリート復旧コンクリート床版

アスファルト舗装

D19@125
既設主鉄筋

コンクリート床版t=220mm

アスファルト舗装

床版補修断面

床版現況断面

鉄筋金網
D6鉄筋

S=1:10

S=1:10

増厚施工範囲(22mm)

増厚施工範囲(18mm)

A1

至 松本

P1

至 上田

P2

床版下面<中間床版>増厚ｔ=22mm床版下面<中間床版>増厚ｔ=18mm

A
A

2.56%

床版下面増厚 t=18mm(22mm)

A-A断面

1
230

(
22

)

(
22

)

平成25年度三才山トンネル有料道路橋梁修繕工事

2
20

30

5
0

19
0

4450 4650@14＝65100 4450

74000

5
2
5

3
30

3
0
70

3
3
0

3
0
3
5

4
0
0

10
1
0

6
9
0

3
4
0
0

3
4
0
0

1
21

0

600 7500 600

8700

3750 3750

アスファルト舗装6cm

鉄筋コンクリート床版　22cm

690 3400 3400 1210

8700

525 330 3070 330 3035 400 1010
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床版補修工図(2)

調査会社

測量会社

設計会社

主任技術者

照査技術者

管理技術者

主任技術者

アンドー

株式会社

番号

所長 照査課長

縮尺

設計

図示

実 施図

長野県道路公社

10

三才山トンネル有料道路（国道254号）

小坂祐司

平林康成

松本市　三才山　三才山橋

4

G1 G2 G3

下面増厚工法施工順序

4.防錆材塗布工（0.3kg/m2）

7.表面仕上げ工（0.75kg/m2)

1.注入材導入路設置工（カッター工）

2.下地処理工（超高圧水洗ケレン）

3.溶接網鉄筋取付工-アンカー打設工-樹脂注入器具打設工

5.耐蝕性ライニング材吹付工（32.4kg/m2)

6.樹脂注入工(超低粘度エポキシ樹脂)

注記）
1.床版各寸法は、足場架設後現地実測の上、最終決定すること。
2.溶接網鉄筋の重ね継手長は30d以上とする。

S=1:2
（φ8x60L）

樹脂注入器具S=1:2
（φ8x60L）

テーパー付きT型アンカー

※アンカーは必ず溶接網鉄筋の交点に打設すること

数 量 表

注入材導入路設置工

下地処理工

溶接網鉄筋取付工

樹脂注入器具打設工

防錆材塗布工

樹脂注入工

表面仕上げ工

t=18mm

項目 規定 単位 摘 要

本

本

300mm間隔

SD295Am2

m2

m2

m2

m2

 0.3kg/m2

 0.75kg/m2

耐蝕性ライニング材吹付工

アンカー打設工

カッター工(深さ5～8mm)

超高圧水洗ケレン

テーパー付きT型(φ8x60)

テーパー付きT型(φ8x60)

FMプライマー

超低粘度エポキシ樹脂

耐蝕性ライニング材

m2

m

D6x50x50mm

数 量

1853.0

566.3

369.1

566.3

369.1

566.3

566.3

3077

7177

S=1:4
橋軸直角方向

補強断面詳細図

S=1:4低粘度エポキシ樹脂
低圧注入用プラグ

注入材導入路
300mm間隔

樹脂注入器具
（φ8x60L） テーパー付きT型アンカー

（φ8x60L）

低圧注入用プラグ
溶接網鉄筋 D6x50mm(SD295A)
配力筋(橋軸方向)

溶接網鉄筋 D6x50mm(SD295A)
主筋(橋軸直角方向)

耐蝕性ライニング材
吹付厚

(注入材導入路設置間隔)

(テーパー付きT型アンカー間隔)

(樹脂注入器具間隔)(千鳥配置)

(溶接網鉄筋間隔)

溶接網鉄筋 D6x50mm(SD295A)

主筋(橋軸直角方向)
(溶接網鉄筋 D10x50mm(SD295A))

配力筋(橋軸方向)

(溶接網鉄筋 D6x50mm(SD295A))

注入材導入路
300mm間隔

テーパー付きT型アンカー

橋軸直角方向

樹脂注入器具

三才山橋

床版補修工図(2)

溶接網鉄筋断面図 S=1:20

溶接網鉄筋平面図 S=1:20
(中間部)

t=22mm m2耐蝕性ライニング材吹付工 197.2

溶接網鉄筋取付工 SD295Am2D6x50mm   D10x50mm 197.2

A-A断面

テーパー付きT型アンカー 低圧注入用プラグ
耐蝕性ライニング材

吹付厚

樹脂注入器具

101020030351653070165525
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圧力タンク 逆流防止弁

1
8
(
2
2)

180 300 300 230

30030030060 50

210 300 300 200

19@50=95010 50

200

2508@300=2400193

418@300=240044

1659@300=2700170

4159@50=295044

2102508@300=2400

1010@300=300060

1859@300=2700185

1061@50=305010

150 250 125

50 250 25200

100175

10@50=500 25

床
版

長
 7

4
0
0
0

張
出

床
版

長
 
7
4
6
00

1
4
80

@
5
0
=
74

0
0
0
(
溶

接
網

鉄
筋

間
隔

)

2
4
6
@3

0
0
=
7
38

0
0
(
テ

ー
パ

ー
付

き
T
型

ア
ン

カ
ー

間
隔

)

2
4
5
@3

0
0
=
73

5
0
0
(
樹

脂
注

入
器

具
間

隔
)
(
千

鳥
配

置
)

1
4
92

@
5
0
=
74

6
0
0
(
溶

接
網

鉄
筋

間
隔

)

2
4
8
@3

0
0
=
7
44

0
0
(
テ

ー
パ

ー
付

き
T
型

ア
ン

カ
ー

間
隔

)

2
4
7
@3

0
0
=
74

1
0
0
(
樹

脂
注

入
器

具
間

隔
)
(
千

鳥
配

置
)

165

210

165

250

30353070165525 165 165165 200200 1010
1210(張出床版)

19@50=95010 504159@50=2950441061@50=30501010@50=500 25

690(張出床版) 3400(中間床版) 3400(中間床版)

192

250 300

平成25年度三才山トンネル有料道路橋梁修繕工事



 配 置 図 S=1/200

 横 断 面 図 S=1/30

 取 付 断 面 図 S=1/4

 平 面 図 S=1/30

伸縮装置取付工事材料表

46.8 kg

ジェットコンクリート後打ち材

摘   要数  量

8-D16×3750

寸    法

E1

種    類

補強鉄筋

材  料  名

600×110×7500

バックアップ材

接着剤

接着剤

1.8 m

最小ロット500 g

100 g

注入目地材 弾性シーリング材 3.5100×20×1750

※ 伸縮装置の切断寸法及び切断角度は現地実測結果を反映して決定する。

m0.495
3

本コンクリートアンカー D16差し筋アンカー 148

最小ロット

7.50 m合計2 本L=1800鋼製櫛型ジョイント

2 本

2 本

L=1200

L=750

 補強鉄筋加工図 

8-D16×3750
E1

 地覆部止水工詳細図 S=1/15

接着剤

バックアップ材

注入目地材

床版補修図(2)

三才山橋

伸縮装置補修工図（参考図）

長野県道路公社

調査会社

測量会社

設計会社

主任技術者

照査技術者

管理技術者

主任技術者

アンドー

株式会社

番号

所長 照査課長

縮尺

設計

10 図示

三才山トンネル有料道路（国道254号）

小坂祐司

平林康成

実施 図

松本市　三才山　三才山橋

伸縮装置補修工図5

スマートジョイントSMJ-20

シーリング材支持板

誘導板t=12mm

後打ちコンクリート

フェースプレート

弾性シーリング材

補強鉄筋D16

補強リブt=12mm

（
平

均
厚

） 舗装 舗装

スマートジョイントSMJ-20

スマートジョイントSMJ-20

CL

誘導板 コンクリートアンカーD16E1

至上田

至松本

A1 F

EJ-1

C

スマートジョイントSMJ-20

P1
M

L

2.56%

C スマートジョイントSMJ-20L
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防護柵補修工図
三才山橋

平 面 図 S=1:100

2
5
0

9
5
0

1
2
0
0

2
60

3
0
0

3
2
0

70

φ89

φ140

φ89

断 面 図

600

横桟取替工
SGP80A

至 松本

A1

P1 P2

1

横桟取替箇所

横桟取替箇所

補 修 図 S=1:10

2
5
0

参考図

600

防護柵取替の場合

地覆取壊・復旧工

地覆コンクリート：0.25×0.60×74.6×2箇所=22.38ｍ3
防護柵      ：74.6×2箇所=149.2m

防護柵取替

参考図
防護柵塗替の場合

防護柵塗替
RC-Ⅲ系塗装

※参考図として、防護柵を塗替えた場合と取替えた場合の図を添付する。

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48

31 32 33 34 35 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

調査会社

測量会社

設計会社

主任技術者

照査技術者

管理技術者

主任技術者

アンドー

株式会社

番号

所長

防護柵補修工図

照査課長

縮尺

設計

図示

実 施図

長野県道路公社

10

三才山トンネル有料道路（国道254号）

小坂祐司

平林康成

松本市　三才山　三才山橋

C種

9
5
0

防護柵塗装面積

横桟上段 π × 0.14 × 74.6 = 32.8

横桟中段・下段 π × 0.089 × 74.6 × 2 = 41.7

支柱 0.10 × 0.88 × 4 × 48 = 16.9

0.18 × 0.88 × 2 × 48 = 15.2

計 106.6

上下流合計 106.6×2＝213.2 ㎡

180

6

9
5
0

1
2
0
0

2
60

3
0
0

3
2
0

70

φ
8
9
.
1
×

4
.
2

側面図

アンダービーム新設部

部 材

数量表

1600

1400

150 1300 150

φ101.6×4.2
溶接 溶接

100 50

250

アンダービーム新設部
φ101.6×4.2

溶接

寸 法 本 数 計算式 重量（kg） 長さ（m）

アンダービーム

アンダービーム(塗装)

アンダービーム切断

アンダービーム溶接

φ101.6×4.2×(1400+250) 2 10.1(kg/m)×(1.40+0.25) 16.7

面積（m2）

φ101.6×4.2×(1400+250) 2 0.1016×3.14×(1.40+0.25) 0.53

φ89.1 2 0.0891×3.14×2×2 1.12

φ101.6 2 0.1016×3.14×2×2 1.28

橋長192550

400 支間長37000 支間長37000

桁長74600100

750

150

至 上田
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平 面 図

S=1:100

地覆補修工図
三才山橋

地覆部分打替数量表 （ｍｍ）

Ｗ(幅） Ｌ長さ Ｈ(高さ）

1.08m3

長野県道路公社

調査会社

測量会社

設計会社

主任技術者

照査技術者

管理技術者

主任技術者

アンドー

株式会社

番号

所長

地覆補修工図

照査課長

縮尺

設計

10 S=1:100

三才山トンネル有料道路（国道254号）

小坂祐司

平林康成

実施 図

松本市　三才山　三才山橋

1 600 6000 300 1080000000

7

地覆部分打替図 S=free

24-8-40BB

KB釘,＠150

主鉄筋

配力鉄筋

誘導鉄板

KB目地,Sタイプ

KB釘,＠150

配力鉄筋

主鉄筋

誘導鉄板
KBホルダー

KBホルダーKB目地,Sタイプ

Sタイプ
誘導鉄板

t=1.0×80

目地部詳細図
(参考図)

平 面 図 断 面 図

橋長192550

1

150

至上田

A1

P1
P2

至松本

平成25年度三才山トンネル有料道路橋梁修繕工事
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足場架設計画図(案)
三才山橋

平 面 図 S=1:200

CL

断 面 図 S=1:50

5.0%

A1 P1

P2

F

M

M M

側 面 図 S=1:200

至 松本

橋長 192550

至 上田

長野県道路公社

調査会社

測量会社

設計会社

主任技術者

照査技術者

管理技術者

主任技術者

アンドー

株式会社

番号

所長

足場架設計画図(案)

照査課長

縮尺

設計

10 図示

三才山トンネル有料道路（国道254号）

小坂祐司

平林康成

実施 図

松本市　三才山　三才山橋
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8700
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中段足場

18
4
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吊足場延長L=34.9m吊足場延長L=34.7m

中段足場延長L=35.5m 中段足場延長L=35.5m

吊足場

足場板
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施工ステップ図（案）
三才山橋600 7500 600

8700

3750 3750

CL

1.足場架設

（作業時片側交互通行）
通行帯 作業帯

600 7500 600

8700

3750 3750

CL

2.床版下面増厚
（橋上交通解放

5.0%

樹脂注入は防水後）

600 7500 600

8700

3750 3750

CL

（終日片側交互通行）

5.0%

通行帯 作業帯

橋面防水,舗装打替

600 7500 600

8700

3750 3750

CL

4.山側床版上面打替,橋面防水,舗装打替
（終日片側交互通行）

5.0%

通行帯作業帯

橋面防水,舗装打替

600 7500 600

8700

3750 3750

CL

5.床版下面増厚（樹脂注入，仕上げ）
（橋上交通解放）

5.0%

6.足場解体
（作業時片側交互通行）

床版下面増厚

床版下面増厚

600 7500 600

8700

3750 3750

CL

5.0%

通行帯 作業帯

3.谷側床版上面打替,橋面防水,舗装打替

長野県道路公社

調査会社

測量会社

設計会社

主任技術者

照査技術者

管理技術者

主任技術者

アンドー

株式会社

番号

所長

施工ステップ図(案）

照査課長

縮尺

設計

10 S=1:50

三才山トンネル有料道路（国道254号）

小坂祐司

平林康成

実施 図

松本市　三才山　三才山橋
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交通規制図（案）
三才山橋

谷側施工時規制図 S=1:200

至松本

停止線
工事中
道路

工事中
道路

停止線

山側施工時規制図 S=1:200

停止線
工事中
道路

工事中
道路

停止線

矢印板 誘導員 内照板 件名板 回転灯自発光式
カラーコーン

工事中
道路

凡例

600 3000m以上 600

8700

谷側施工時規制図

作業帯図 S=1:50

山側施工時規制図

通行帯 作業帯
3750 600 3750 600

通行帯作業帯

3000m以上

8700

至松本

至上田

至上田

交通規制範囲 L=150.0m

交通規制範囲 L=150.0m

A1

P1
P2

A1

P1
P2

長野県道路公社

調査会社

測量会社

設計会社

主任技術者

照査技術者

管理技術者

主任技術者

アンドー

株式会社

番号

所長

交通規制図(案）

照査課長

縮尺

設計

10 図示

三才山トンネル有料道路（国道254号）

小坂祐司

平林康成

実施 図

松本市　三才山　三才山橋
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